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 タイムスケジュール（予定） 
 
 

 10:00  オリエンテーション 

 

 10:20  木のプチ教室 

 

 10:50  この木で何できる？ 

 

 11:30  枝や樹皮のネイチャークラフト 

 

 12:00  ミニミニ木炭づくり（準備） 

 

 13:00  昼食 

 

 14:00  ミニミニ木炭づくり（出来上がり） 

 

      ふりかえり 

 

 15:00  イベント終了 

里山の暮らし 

体験広場 

木のプチ教室 

この木で何できる？ 

枝や樹皮のネイチャークラフト 

ミニミニ木炭づくり 

昼食 

ふりかえり 

7月19日 木もいろいろ。使い方もいろいろ。 活動位置図 

受付 

木の枝はどう伸びるの？どうして年輪ができるの？ 実は大人も誤

解している場合があります。 

ちょっとした「へぇ～」から、里山ではさまざまな木が多様な生き物を

育んでいることまで、木のいろいろを観察しながら学びます。 

木は大切なエネルギーとして人の暮らしに使われてきました。 

お昼は竹ドームがある里山の暮らし体験広場で、薪や炭を使ってご

はん炊きを体験し、木のエネルギーをおいしくいただきます。 

お楽しみはミニミニ木炭。お手軽な小さな飾り炭づくりを体験します。 
 

石斧やウルシ塗りなど、人は昔から木を利用していました。 

近年、里山の木を利用することが少なくなり、里山が荒れる原因に

なっています。 

里山保全のために、みんなで木の使い方のいろいろを、楽しくアイ

デアを出し合います。 

また、枝や樹皮などを材料に、ネイチャークラフトを楽しみます。 

竹ドーム 

（5月31日 

イベントで 

制作） 


